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< お願い〉この文献リストは、現 在 、 日本でどのような 

水草の研究が行なわれ、発表されているかを紹介すると 

ともに、将来にわたって、この時代の研究を知る資料に 

なればと思ってまとめています。できるだけいろいろな 

雑誌に注意するようにはしていますが、 1人の目にふれ 

るものといえば限られています。落ちているものがござ 

いましたら御教示願えると幸いです。特に、地方の生物 

学会、植物同好会の機関紙に載ったものについては、ほ 

とんど知り得ないのが実情です。そのようなものがござ 

いましたら、別刷なりコピーを、神戸大学教養部角野 

康郎までお送りいただけると大変助かります。決して無 

駄にはいたしません。

OJ.J. Symoens. S . S. Hooper and P . Compere 

ed. w Studies on Aquatic Vascular Plants w

( The Royal Botanical Society of Belgium,

B ru s s e ls ,1982， 424p 販売は Otto Koeltz S c ien ti­

fic Publishers, West Germany, DM100.0)

1 9 8 1年、ベルギーのブリュッセルで開かれたIn ter­

national Colloquium on Aquatic Vascular Plants 

の Proceedingsである。 69篇の論文（英語43 .仏語26)
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が収めてあるが、A b strac tだけのものもある0

この Colloquium は、 C. D.K.Cook 博土による

トチカガミ科の受粉機構に関する開会講演のあと、次の 

6 つのセッションにわけて進められている0

S ystematics- Morphology, Physiology- Reproduc­

tive Strategies, Ecology - Community Metabolism 

and Production, Phytosociology-Distribution, 

Water Quality- Weed Control, Regression-1 intro­

duction- Conservation,

すでに他の雑誌に正式の論文として発表されているも 

のも含まれているが， Colloquiumならではの自由な 

議論を展開しているものもあって、興味深い論文集であ 

る。 （角野）

〇S .J .  Casper and H. D. Krausch

n S usswasserflora von Mitteleuropa 23 & 24. 

Pteridophyta nnd Anthophyta 1 Teil & 2 T e i l”

( Gustav Fischer Verlag, Stuttgart, 942p，l 

Teil, 1980.約 12,000円 ：2 T e i l , 1981,約 20.000 円）

ヨーロッパ水生フローラの集大成である0 シダ類 

以上の全ての水生植物（湿生植物もかなり含む）につい 

て、的確な図と詳しい記載がついている。属毎に重要な 

文献と、またそれぞれの種について分布図の載った文献 

が示されていて、何かを調べ始めるときに役に立つ。水 

生植物の分類や植物地理を研究するものには、重宝かつ 

不可欠の本であろう。 （角野）

〇 P. B. Tomlinson. wAnatomy of the Monocoty­

ledons (ed. C. ft. M etcalfe). VII. Helobiae 

（ Alismatidae）r (Clarendon Press, Oxford,

1982, 552 p with 16 Plates).

水生単子葉類を研究している者にとっては待望の書で

ある。いわゆる沼生目に属する各科、各属の形態を、数 

多くの文献に著者自身の研究資料を加えてまとめている。 

生殖器官よりも栄養器官についての記載が詳しいのが特 

徴である。今までに何がわかっているのか、そして、何 

がまだ調べられていないのかがよくわかる。高価な本 

(約31.000円） であるが、座右において末長く使える本 

として紹介しておきたい。 （角野）
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